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2019年６月21日

各 位

会 社 名 三菱製鋼株式会社

代表者名 代表取締役社長 佐藤 基 行

(コード：５６３２ 東証第１部)

問合せ先 経理部長 細 谷 光 明

（TEL．０３－３５３６－３１３５）

（（（（（訂訂訂訂訂正正正正正・・・・・数値データ修数値データ修数値データ修数値データ修数値データ修正正正正正）））））「「「「「22222000001111199999年年年年年３３３３３月月月月月期期期期期 決算短決算短決算短決算短決算短信信信信信〔〔〔〔〔日本基日本基日本基日本基日本基準準準準準〕〕〕〕〕（（（（（連連連連連結結結結結）））））」」」」」の一部訂正についての一部訂正についての一部訂正についての一部訂正についての一部訂正について

当社は、2019年５月14日に公表いたしました「2019年３月期決算短信〔日本基準〕（連結）」の記載について、

以下のとおり訂正いたします。

なお、訂正箇所には下線を付して表示しております。また、数値データにも訂正がありましたので訂正後の数値

データも送信いたします。

　

記

１．訂正理由

「2019年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」におけるサマリー情報の「１．2019年３月期の連結業績（2018

年４月１日～2019年３月31日）」（３）連結キャッシュ・フローの状況、添付資料の「１．経営成績等の概況」

（３）当期のキャッシュ・フローの概況、「３．連結財務諸表及び主な注記」（４）連結キャッシュ・フロー計算

書において、記載に一部誤りがありましたので、訂正を行うものです。

２．訂正箇所

○サマリー情報

１．2019年３月期の連結業績（2018年４月１日～2019年３月31日）

（３）連結キャッシュ・フローの状況

[訂正前]

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2019年３月期 2,146 △3,172 △1,236 26,091
2018年３月期 △4,520 △6,975 1,302 28,376

[訂正後]

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2019年３月期 2,843 △3,907 △1,236 26,091
2018年３月期 △4,520 △6,975 1,302 28,376
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○添付書類 3ページ

１．経営成績等の概況

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

[訂正前]

当連結会計年度のキャッシュ・フローは営業活動により21億４千６百万円の収入、投資活動で31億７千２百万円の

支出、財務活動では12億３千６百万円の支出となりました。

　この結果、現金及び現金同等物は当連結会計年度に22億８千５百万円減少し、当連結会計年度末残高は260億９千１

百万円となりました。

〔営業活動によるキャッシュ・フロー〕

　税金等調整前当期純利益14億２千６百万円、減価償却費44億４千２百万円、決算日銀行休日の影響等による仕入債

務の増加18億６千８百万円による増加があった一方、投資有価証券の売却による利益が20億３千７百万円、主に決算

日銀行休日の影響等による売上債権の増加23億８千６百万円、法人税の納付により４億９千５百万円等の減少があり

ましたので営業活動全体として21億４千６百万円の収入となりました。

　

〔投資活動によるキャッシュ・フロー〕

　ドイツのばね製造会社の出資金取得による支出15億２千１百万円、有形固定資産及び無形固定資産の取得による支

出50億４千４百万円、投資有価証券の売却による収入33億６千６百万円等により、投資活動全体として31億７千２百

万円の支出となりました。

　

〔財務活動によるキャッシュ・フロー〕

投資活動に充当するための長期借入金による収入が63億６千７百万円あった一方で、短期及び長期借入金の返済62

億３千２百万円、配当金の支払い９億２千６百万円等により、財務活動全体として12億３千６百万円の支出となりま

した。

[訂正後]

当連結会計年度のキャッシュ・フローは営業活動により28億４千３百万円の収入、投資活動で39億７百万円の支出、

財務活動では12億３千６百万円の支出となりました。

この結果、現金及び現金同等物は当連結会計年度に22億８千５百万円減少し、当連結会計年度末残高は260億９千１百万

円となりました。

〔営業活動によるキャッシュ・フロー〕

税金等調整前当期純利益14億２千６百万円、減価償却費44億４千２百万円、決算日銀行休日の影響等による仕入債務

の増加18億６千８百万円による増加があった一方、投資有価証券の売却による利益が20億３千７百万円、主に決算日銀

行休日の影響等による売上債権の増加23億８千６百万円、法人税の納付により８億１千５百万円等の支出がありました

ので営業活動全体として28億４千３百万円の収入となりました。

〔投資活動によるキャッシュ・フロー〕

　ドイツのばね製造会社の出資金取得による支出15億９千万円、有形固定資産及び無形固定資産の取得による支出50億

４千４百万円、投資有価証券の売却による収入26億３千１百万円等により、投資活動全体として39億７百万円の支出と

なりました。

〔財務活動によるキャッシュ・フロー〕

　投資活動に充当するための長期借入金による収入が63億６千７百万円あった一方で、短期及び長期借入金の返済62億

３千２百万円、配当金の支払い９億２千６百万円等により、財務活動全体として12億３千６百万円の支出となりまし

た。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（４）連結キャッシュ・フロー計算書

[訂正前]

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2017年４月１日
　至 2018年３月31日)

当連結会計年度
(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 5,830 1,426

減価償却費 3,605 4,442

のれん償却額 － 331

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3 △181

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △70 246

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △211 △236

受取利息及び受取配当金 △346 △329

支払利息 363 971

為替差損益（△は益） 87 402

持分法による投資損益（△は益） 411 20

固定資産処分損益（△は益） △58 △87

投資有価証券売却損益（△は益） △434 △2,037

投資有価証券評価損益（△は益） － 848

段階取得に係る差損益（△は益） △2,497 －

売上債権の増減額（△は増加） △6,395 △2,386

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,355 △1,004

仕入債務の増減額（△は減少） △107 1,868

その他 △707 △1,110

小計 △2,883 3,184

利息及び配当金の受取額 346 329

利息の支払額 △365 △871

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,618 △495

営業活動によるキャッシュ・フロー △4,520 2,146

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △9 －

定期預金の払戻による収入 11 －

投資有価証券の取得による支出 △10 △12

投資有価証券の売却による収入 528 3,366

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△2,478 －

有形固定資産の取得による支出 △5,088 △4,869

有形固定資産の売却による収入 79 222

無形固定資産の取得による支出 △277 △175

無形固定資産の売却による収入 － 0

長期前払費用の取得による支出 △2 △0

貸付けによる支出 △4 △13

貸付金の回収による収入 24 22

出資金の払込による支出 － △182

連結の範囲の変更を伴う子会社出資金の取得に
よる支出

－ △1,521

その他 252 △8

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,975 △3,172
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2017年４月１日
　至 2018年３月31日)

当連結会計年度
(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 28 △1,452

長期借入れによる収入 5,448 6,367

長期借入金の返済による支出 △2,016 △4,780

株式の発行による収入 157 －

自己株式の取得による支出 △160 △1

子会社の自己株式の取得による支出 △1,149 －

非支配株主への配当金の支払額 △17 △17

リース債務の返済による支出 △65 △426

配当金の支払額 △921 △926

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,302 △1,236

現金及び現金同等物に係る換算差額 △110 △23

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △10,303 △2,285

現金及び現金同等物の期首残高 38,680 28,376

現金及び現金同等物の期末残高 28,376 26,091
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[訂正後]

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2017年４月１日
　至 2018年３月31日)

当連結会計年度
(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 5,830 1,426

減価償却費 3,605 4,442

のれん償却額 － 331

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3 △181

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △70 246

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △211 △236

受取利息及び受取配当金 △346 △329

支払利息 363 971

為替差損益（△は益） 87 364

持分法による投資損益（△は益） 411 20

固定資産処分損益（△は益） △58 △87

投資有価証券売却損益（△は益） △434 △2,037

投資有価証券評価損益（△は益） － 848

段階取得に係る差損益（△は益） △2,497 －

売上債権の増減額（△は増加） △6,395 △2,386

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,355 △1,004

仕入債務の増減額（△は減少） △107 1,868

その他 △707 37

小計 △2,883 4,294

利息及び配当金の受取額 346 329

利息の支払額 △365 △964

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,618 △815

営業活動によるキャッシュ・フロー △4,520 2,843

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △9 －

定期預金の払戻による収入 11 －

投資有価証券の取得による支出 △10 △12

投資有価証券の売却による収入 528 2,631

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△2,478 －

有形固定資産の取得による支出 △5,088 △4,869

有形固定資産の売却による収入 79 222

無形固定資産の取得による支出 △277 △175

無形固定資産の売却による収入 － 0

長期前払費用の取得による支出 △2 △0

貸付けによる支出 △4 △13

貸付金の回収による収入 24 22

出資金の払込による支出 － △182

連結の範囲の変更を伴う子会社出資金の取得に
よる支出

－ △1,590

その他 252 60

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,975 △3,907
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2017年４月１日
　至 2018年３月31日)

当連結会計年度
(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 28 △1,452

長期借入れによる収入 5,448 6,367

長期借入金の返済による支出 △2,016 △4,780

株式の発行による収入 157 －

自己株式の取得による支出 △160 △1

子会社の自己株式の取得による支出 △1,149 －

非支配株主への配当金の支払額 △17 △17

リース債務の返済による支出 △65 △426

配当金の支払額 △921 △926

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,302 △1,236

現金及び現金同等物に係る換算差額 △110 14

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △10,303 △2,285

現金及び現金同等物の期首残高 38,680 28,376

現金及び現金同等物の期末残高 28,376 26,091

以 上
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